
15 農業経営者 2016年 1月号
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2010農業センサス（全国）

◆200万円以下
戸数 72.6％
販売総額 12.5％

2015農業センサス（全国）

◆1,000万円超階層
戸数 7.4％
販売総額 59.9％

2010年 全国

◆200万円以下
戸数 71.1％
販売総額 7.9％

◆1,000万円超階層
戸数 9.1％
販売総額 72.8％

2015年 全国

単一経
営：79

.5

注：単
一経営

とは、
農産物

販売金
額のう

ち、主
位部門

の販売
金額が

8割以
上の経

営体を
いう。

稲作
露地野

菜
施設野

菜
果樹類

その他
複合経

営

単一経
営：78

.4

単一経
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.7
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注： 四捨五入のため、計と内訳の積み上げが一致しない

　　場合がある。（以下、同じ）
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←農事組合法人
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2015年センサスの
『農業経営者』的

読み方

農林水産省は「2015 年農林業センサス（同年 2 月 1
日現在）」の結果概要（概数値）を発表した。同省の概要
報告に加え、『農業経営者』的読み方を付け加えてみた。

（解説／昆 吉則）

特 集



16農業経営者 2016年 1月号

農
林
業
経
営
体
数
（
15
年
２
月
１
日
現

在
）
は
１
４
０
万
２
千
経
営
体
で
、
５
年

前
に
比
べ
て
18
・
8
％
減
少
し
た
。
こ
の

う
ち
、
農
業
経
営
体
数
は
１
３
７
万
５
千

経
営
体
、
林
業
経
営
体
数
は
８
万
７
千
経

営
体
と
な
り
、
５
年
前
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ

れ
18
・
１
％
、
38
・
１
％
減
少
し
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

農
業
経
営
体
数
の
減
少
率
は
５
年
間
で

18
・
１
％
（
30
万
４
千
戸
）、
さ
ら
に
10

年
前
の
32
・
６
％
（
63
万
４
千
戸
）
で
ほ

ぼ
同
じ
減
少
率
で
あ
る
。
こ
の
農
業
経
営

体
数
の
減
少
を
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
な

の
か
。
さ
ら
に
、
後
述
の
農
家
数
、
農
業

就
業
人
口
の
減
少
を
含
め
て
そ
の
現
象
を

嘆
く
の
が
農
業
界
一
般
の
読
み
方
と
思
わ

れ
る
が
、本
当
に
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、
農
家
数
あ
る
い
は
擬
似
農
家
が

多
す
ぎ
る
と
こ
ろ
に
日
本
農
業
の
根
本
問

題
が
あ
る
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

農
業
経
営
体
の
う
ち
、
家
族
経
営
体
数

は
１
３
４
万
２
千
経
営
体
で
、
５
年
前
に

比
べ
て
18
・
６
％
減
少
し
た
一
方
、
組
織

経
営
体
数
は
３
万
３
千
経
営
体
で
６
・
３

％
増
加
し
た
。

特
に
、
組
織
経
営
体
の
法
人
経
営
数
は

２
万
３
千
経
営
体
で
、
５
年
前
に
比
べ
て

33
・
６
％
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、
組
織

経
営
体
に
占
め
る
法
人
経
営
の
割
合
は

69
・
２
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
法
人
経
営

の
内
訳
を
み
る
と
、
会
社
法
人
数
は
１
万

６
千
経
営
体
、
農
事
組
合
法
人
数
は
６
千

経
営
体
と
な
り
、
５
年
前
に
比
べ
て
そ
れ

ぞ
れ
27
・
０
％
、
54
・
６
％
増
加
し
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

組
織
経
営
体
で
あ
り
な
が
ら
法
人
格
を

持
た
な
い
、
あ
る
い
は
農
事
組
合
法
人
に

分
類
さ
れ
て
い
る
経
営
体
の
増
加
が
著
し

い
が
、
そ
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
集
落
営
農

で
あ
ろ
う
。
農
業
で
あ
る
限
り
「
集
落
」

を
ベ
ー
ス
に
経
営
が
成
立
し
て
い
く
の
は

当
然
で
あ
り
、
一
概
に
集
落
営
農
が
い
け

な
い
と
は
言
わ
な
い
。
問
題
は
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
へ
の
明
確
な
役
割
意
識
に
欠
け
た

「
我
が
農
地
を
守
れ
」
と
い
う
思
い
だ
け

で
成
立
し
て
い
る
「
経
営
者
不
在
」
の
集

落
営
農
組
織
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
は
や
が
て
破
た
ん
し
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
組
織
経
営
体
数
は
増
え
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注： 四捨五入のため、計と内訳の積み上げが一致しない
　　場合がある。（以下、同じ）
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て
い
る
が
、
な
か
で
も

農
事
組
合
法
人
、
あ
る

い
は
株
式
会
社
組
織
で

あ
っ
て
も
時
代
の
な
か

で
の
農
業
の
役
割
を
自

覚
し
、
そ
の
経
営
を
管

理
で
き
る
者
の
い
な
い

経
営
体
は
や
が
て
破
た

ん
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
破

た
ん
を
き
っ
か
け
に
経

営
力
の
あ
る
農
業
法
人

や
農
業
経
営
者
に
よ
る

経
営
に
変
化
し
て
い
く

は
ず
だ
。
し
か
も
、
そ
こ
に
は
補
助
金
で

導
入
さ
れ
た
農
業
機
械
類
が
あ
り
、
そ
れ

が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

経
営
耕
地
面
積
規
模
別
に
農
業
経
営
体

数
を
み
る
と
、
５
年
前
に
比
べ
て
北
海
道

で
は
１
０
０
ha
以
上
層
で
、
都
府
県
で
は

５
ha
以
上
層
で
農
業
経
営
体
数
が
増
加
し

た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

経
営
規
模
だ
け
が
経
営
成
立
の
条
件
で

は
な
い
が
、
デ
ー
タ
は
明
瞭
な
規
模
拡
大

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
北
海
道

で
の
20 

ha
未
満
層
、
都
府
県
で
の
５
ha
未

満
層
の
減
少
は
機
械
投
資
額
の
大
き
さ
に

図 1：農林業経営体数（全国）

図 2：法人化している農業経営体数（全国）

図 3：経営耕地面積規模別にみた農業経営体数の増減率
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17 農業経営者 2016年 1月号

うち借入耕地面積
注：（ 　　）内の数値は経営耕地面積に占める借入耕地面積の割合である。
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よ
る
経
営
成
立
の
困
難
さ
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
さ
ら
に
規
模
が
大
き

な
階
層
で
も
同
様
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
上
位
階
層
の
経
営
体
の

多
く
も
兼
業
農
家
の
た
め
の
作
業
請
負
を

行
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
E 

U
諸
国
の
よ
う
に
プ
ロ
の
農
業
経
営
者
の

作
業
を
代
行
す
る
専
業
的
な
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
の
早
急
な
成
立
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
規
模
別

に
経
営
耕
地
面
積
の
集
積
割
合
を
み
る

と
、
５
ha
以
上
の
農
業
経
営
体
が
57
・
８

％
を
占
め
、
５
年
前
に
比
べ
て
６
・
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

望
ま
し
い
変
化
で
あ
り
、
よ
り
規
模
の

大
き
な
階
層
で
も
集
積
割
合
が
増
え
て
い

る
。経

営
耕
地
の
あ
る
農
業
経
営
体
の
１
経

営
体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
は
２
・
５

ha
（
北
海
道
26
・
５
ha
、
都
府
県
１
・
８

ha
）
で
、５
年
前
に
比
べ
て
15
・
９
％
（
北

海
道
12
・
９
％
、
都
府
県
14
・
８
％
）
増

加
し
た
。
ま
た
、
経
営
耕
地
面
積
に
占
め

る
借
入
耕
地
面
積
の
割
合
は
33
・
８
％
と

な
っ
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

読
者
の
話
を
聞
く
と
、
経
営
者
階
層
が

農
地
の
取
り
合
い
を
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
と
い
う
。

ま
た
、
行
政
に
よ
る
中
間
管
理
機
構
が

必
ず
し
も
集
積
を
進
め
る
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
集
落
営
農

組
織
の
多
く
は
や
が
て
破
た
ん
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
段
階
で
さ
ら
に

集
積
率
が
高
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。

農
産
物
販
売
金
額
規
模
別
に
農
業
経
営

体
数
を
み
る
と
、
５
年
前
に
比
べ
て
３
０

０
０
万
円
以
上
層
で
、
規
模
が
大
き
く
な

る
に
し
た
が
っ
て
増
加
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
販
売
金
額
規
模
の
大
き
な
階
層
の
増
加

が
著
し
い
。

本
誌
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
戸
数
と
し
て

は
多
数
を
占
め
て
も
、
販
売
金
額
規
模
が

２
０
０
万
円
以
下
の
階
層
の
全
体
の
な
か

で
の
販
売
金
額
の
総
和
の
シ
ェ
ア
が
小
さ

い
こ
と
と
、
数
と
し
て
は
限
ら
れ
る
が
、

１
０
０
０
万
円
以
上
層
の
販
売
額
の
総
和

が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
き
た
。
そ
の
計
算
方
法
は
、
各

階
層
の
中
間
値
と
戸
数
を
掛
け
合
わ
せ
、

５
億
円
以
上
層
は
５
億
円
に
数
を
掛
け
た

も
の
だ
。

２
０
１
５
年
セ
ン
サ
ス
を
そ
の
手
法
で

計
算
し
、
２
０
１
０
年
セ
ン
サ
ス
と
比
較

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

２
０
０
万
円
以
下
の
農
家
戸
数
の
比
率

は
２
０
１
０
年
で
72
・
６
％
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
５
年
で
も
71
・
１
％
と
あ
ま
り
大

き
な
変
化
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

50～10030～5020～3010～205～101～5

100ha
以上

1ha 未満
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図 4：経営耕地面積規模別の経営耕地面積集積割合（全国）

図 5：農業経営体当たりの経営耕地面積（全国）

ら
、
中
間
値
を
用
い
た
販
売
総
額
は
、
２

０
１
０
年
に
12
・
５
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

２
０
１
５
年
で
は
さ
ら
に
そ
の
シ
ェ
ア
を

下
げ
て
７
・
９
％
と
１
割
を
切
る
レ
ベ
ル

に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
１
０
０
０
万
円
超
層
は
、
戸
数

で
も
２
０
１
０
年
の
７
・
４
％
か
ら
２
０

１
５
年
で
は
９
・
１
％
と
着
実
に
増
加
し

て
お
り
、
中
間
値
を
用
い
た
販
売
総
額
の

シ
ェ
ア
で
も
２
０
１
０
年
の
59
・
９
％
か

ら
２
０
１
５
年
で
は
72
・
８
％
と
さ
ら
に

そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

販
売
額
１
０
０
０
万
円
以
上
の
階
層
が

　

経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の

　

経
営
耕
地
面
積
集
積
割
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全
国
）
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18農業経営者 2016年 1月号

総
販
売
額
の
７
割
以
上
を
稼
ぎ
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
調
査
は
、
読
み
方
に
よ

っ
て
は「
農
家
は
い
か
に
儲
か
ら
な
い
か
」

と
い
う
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
と
思
い
、

本
誌
で
は
こ
う
し
た
読
み
変
え
を
し
て
き

た
が
、
農
水
省
も
、
こ
う
し
た
視
点
で
こ

の
統
計
の
解
説
を
す
る
べ
き
時
代
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
そ
れ

は
、
政
策
効
果
と
は
言
え
な
い
が
。

読
者
諸
氏
に
も
、
県
や
市
町
村
レ
ベ
ル

で
こ
の
計
算
を
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

農
業
経
営
組
織
別
に
農
業
経
営
体
数
の

構
成
割
合
を
み
る
と
、
単
一
経
営
が
79
・

５
％
と
な
り
、
５
年
前
に
比
べ
て
１
・
１

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
ま
た
、
５
年
前
に

比
べ
て
稲
作
単
一
経
営
は
１
・
０
ポ
イ
ン

ト
の
低
下
、
果
樹
類
単
一
経
営
は
０
・
９

ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
、
露
地
野
菜
単
一
経
営

は
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

稲
作
の
単
一
経
営
が
減
ら
な
い
の
は
、

販
売
農
家
と
い
わ
れ
る
階
層
で
も
「
補
助

金
付
き
大
規
模
家
庭
菜
園
」
の
趣
味
的
生

産
の
比
率
が
多
い
か
ら
だ
。
こ
の
階
層
を

ど
う
変
化
さ
せ
る
か
が
水
田
農
業
改
革
の

カ
ギ
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
階
層
は
少
し

ず
つ
減
少
し
て
い
る
が
、
当
分
は
こ
の
傾

向
が
続
く
と
思
わ
れ
、
水
稲
経
営
に
特
化

す
る
こ
と
の
経
営
リ
ス
ク
を
さ
ら
に
考
え

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

農
家
数
は
２
１
５
万
３
千
戸
で
、
５
年

前
に
比
べ
て
37
万
５
千
戸
（
14
・
８
％
）

減
少
し
た
。
こ
の
う
ち
、
販
売
農
家
数
は

１
３
２
万
７
千
戸
、
自
給
的
農
家
数
は
82

万
６
千
戸
と
な
り
、
５
年
前
に
比
べ
て
そ

れ
ぞ
れ
18
・
７
％
、
７
・
９
％
減
少
し
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

販
売
農
家
数
の
減
少
自
体
、
問
題
に
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
販
売
農

家
」
と
い
う
概
念
は
「
経
営
耕
地
面
積
が

30 

a
以
上
ま
た
は
農
産
物
販
売
金
額
が
50

万
円
以
上
の
農
家
」
で
あ
り
、
販
売
金
額

が
０
円
で
も
販
売
農
家
と
さ
れ
る
。
販
売

農
家
の
な
か
で
の
そ
の
比
率
は
９
・
６
％

で
約
１
割
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

「
補
助
金
付
き
大
規
模
家
庭
菜
園
」
と
い

う
べ
き
存
在
だ
。
自
給
的
農
家
で
あ
れ
趣

味
的
農
家
で
あ
れ
そ
の
存
在
を
否
定
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼

ら
を
「
経
済
主
体
」
と
し
て
の
「
販
売
農

家
」
に
分
類
し
、
正
し
い
農
業
理
解
を
阻

む
現
在
の
農
業
統
計
の
お
か
し
さ
は
問
題

に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
（
米
ネ

ッ
ト
）
の
「
精
米
購
入
・
入
手
経
路 

」

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
あ
い
か
わ
ら
ず
20
％

以
上
が
「
家
族
・
知
人
な
ど
か
ら
無
償
で

入
手
」
と
な
っ
て
お
り
、
親
戚
縁
者
に
無

償
で
コ
メ
を
送
っ
て
い
る
人
は
、
経
営
判

断
と
は
別
に
コ
メ
の
供
給
過
剰
を
も
た
ら

し
て
い
る
農
家
な
の
で
あ
り
、
そ
の
比
率

は
減
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
今
後
も

コ
メ
の
供
給
過
剰
は
減
ら
な
い
で
あ
ろ
う

単一経営：79.5
注：単一経営とは、農産物販売金額のうち、主位部門の販売金額が8割以上の経営体をいう。

稲作 露地野菜 施設野菜 果樹類 その他 複合経営

単一経営：78.4

単一経営：77.7
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図 6：農産物販売金額規模別農業経営体数の増減率（全国）

図 7：農業経営組織別農業経営体数の構成割合（全国）
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2010農業センサス（全国）

◆200万円以下
戸数 72.6％
販売総額 12.5％

2015農業センサス（全国）

◆1,000万円超階層
戸数 7.4％
販売総額 59.9％

2010年 全国

◆200万円以下
戸数 71.1％
販売総額 7.9％

◆1,000万円超階層
戸数 9.1％
販売総額 72.8％

2015年 全国
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と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

販
売
農
家
を
主
副
業
別
に
み
る
と
、
主

業
農
家
は
29
万
３
千
戸
で
５
年
前
に
比
べ

て
６
万
７
千
戸
（
18
・
６
％
）
の
減
少
、

準
主
業
農
家
は
25
万
７
千
戸
で
13
万
２
千

戸
（
34
・
０
％
）
の
減
少
、
副
業
的
農
家

は
77
万
７
千
戸
で
10
万
５
千
戸
（
11
・
９

％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
販

売
農
家
数
に
占
め
る
割
合
は
、
主
業
農
家

が
22
・
１
％
、
準
主
業
農
家
が
19
・
３
％
、

副
業
的
農
家
が
58
・
６
％
と
な
っ
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

販
売
農
家
の
な
か
の「
主
業
」「
準
主
業
」

「
副
業
」
の
比
率
が
２
０
０
５
年
以
来
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
の
意
味
は
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

販
売
農
家
を
専
兼
業
別
に
み
る
と
、
専

業
農
家
は
44
万
戸
で
５
年
前
に
比
べ
て
１

万
２
千
戸
（
２
・
６
％
）
の
減
少
、
第
１

種
兼
業
農
家
は
16
万
６
千
戸
で
５
万
９
千

戸
（
26
・
１
％
）
の
減
少
、
第
２
種
兼
業

農
家
は
72
万
１
千
戸
で
23
万
４
千
戸

（
24
・
５
％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。
こ
の

結
果
、
販
売
農
家
数
に
占
め
る
割
合
は
、

専
業
農
家
が
33
・
２
％
、
第
１
種
兼
業
農

家
が
12
・
５
％
、
第
２
種
兼
業
農
家
54
・

３
％
と
な
っ
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

販
売
農
家
の
減
少
に
伴
っ
て
す
べ
て
の

階
層
で
減
少
し
て
い
る
が
、「
専
業
」
比

率
が
２
０
１
０
年
の
27
・
７
％
か
ら
33
・

２
％
に
増
加
し
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
傾
向
と
同
じ
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
専
業
か
兼
業

か
と
い
う
区
分
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
比

較
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

販
売
農
家
の
農
業
就
業
人
口
は
２
０
９

万
人
で
、
５
年
前
に
比
べ
て
51
万
６
千
人

（
19
・
８
％
）
減
少
し
た
。
こ
の
結
果
、

農
業
就
業
人
口
の
平
均
年
齢
は
66
・
３
歳

と
な
り
、
65
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
は

63
・
５
％
と
な
っ
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

「
農
業
就
業
人
口
の
う
ち
、
65
歳
以
上
が

占
め
る
割
合
が
63
・
５
％
に
増
え
た
」
と

い
う
毎
度
お
な
じ
み
の
農
業
就
業
人
口
の

「
高
齢
化
」
と
い
う
農
業
界
の
ボ
ヤ
キ
を

示
す
統
計
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
か

ね
て
本
誌
が
主
張
し
て
い
る
以
下
の
こ
と

を
考
え
ら
れ
た
い
。

そ
も
そ
も
、
普
通
の
勤
労
者
で
あ
れ
ば

429
(21.9)

443
(22.6)

1,091
(55.5)

883
(54.1)

777
(58.6)

360
(22.1)

389
(23.8)

293
(22.1)

257
(19.3)

平成 17 年

0 500 1,000 1,500 2,000
( 千戸 )
2,500

平成 22 年

平成 27 年

販売農家
196 万 3千戸

販売農家
163 万 1千戸

販売農家
132 万 7千戸

主業農家 準主業農家 副業的農家

注：(　) 内の数値は販売農家に占める割合である。

図 9：主副業別農家数（全国）
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図 10：専兼業別農家数（全国）
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注：（　　）内は農業就業人口に占める割合、【　　】内は平均年齢である。
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335 万 3千人
【平均 63.2 歳】
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図 11：年齢別農業就業人口の構成（全国）
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60
歳
、
あ
る
い
は
65
歳
に
な
る
と
定
年
で

「
無
職
」
と
な
る
。
一
方
、「
農
家
」
と
は

職
業
概
念
で
は
な
く
、「
世
帯
」
概
念
で

あ
る
。
定
年
退
職
で
会
社
を
辞
め
た
人
が

農
業
就
業
人
口
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
か
ら

勤
労
者
よ
り
農
業
就
業
者
の
年
齢
が
高
く

な
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
り
、
こ
の
高
齢

化
の
傾
向
は
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
を
示

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
人
の
高
齢

化
を
示
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

販
売
農
家
に
お
け
る
経
営
者
の
男
性
の

占
め
る
割
合
は
93
・
３
％
、
女
性
は
６
・

７
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
女
性
が
経
営
者

又
は
経
営
方
針
の
決
定
に
関
わ
っ
て
い
る

割
合
は
47
・
１
％
と
な
っ
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

か
つ
て
「
３
ち
ゃ
ん
農
業
」
と
い
う
言

葉
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
兼
業
農
家
で
は
女

性
の
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
作
業
員
と
い
う
性
格

の
就
業
で
あ
り
、
今
回
の
「
経
営
者
」
と

し
て
の
存
在
が
６
・
７
％
、
さ
ら
に
「
女

性
が
経
営
方
針
の
決
定
に
関
わ
っ
て
い
る

農
家
」
が
47
・
１
％
に
達
し
て
い
る
こ
と

は
、
健
全
な
時
代
の
流
れ
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
名
誉
心
に
縛
ら
れ
、

過
去
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
現
在
を
守
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
少
な
か
ら
ぬ
高
齢
の
男

性
よ
り
農
業
界
に
新
し
い
波
を
も
た
ら
す

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

年
齢
階
層
別
に
農
業
就
業
人
口
の
推
移

を
み
る
と
、
５
年
前
と
比
べ
て
85
歳
未
満

の
各
層
で
減
少
し
て
お
り
、
70
～
74
歳
及

び
75
～
79
歳
の
各
層
で
大
き
く
減
少
し

た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

不
謹
慎
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
般
農
家
の
引
退
年
齢
を
見
る
デ
ー

タ
で
あ
る
。

販
売
農
家
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
１

　

経
営
方
針
の
決
定
に
関
わ
っ
て
い
る
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状
況
別
農
家
数
の
割
合（
全
国
）
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区　分 構成割合
（％）

販売農家数 100.0

経営者が男性の農家 93.3

経営者以外で経営方針の決定に関わっている者がいる農家 44.9

　男女が関わっている農家① 7.3

　男性だけが関わっている農家 4.5

　女性だけが関わっている農家② 33.1

経営者以外で経営方針の決定に関わっている者がいない農家 48.4

経営者が女性の農家③ 6.7

経営者以外で経営方針の決定に関わっている者がいる農家 2.3

　男女が関わっている農家 0.4

　男性だけが関わっている農家 1.5

　女性だけが関わっている農家 0.3

経営者以外で経営方針の決定に関わっている者がいない農家 4.4

女性が経営方針の決定に関わっている農家（= ① + ② + ③） 47.1
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図 12：経営方針の決定に関わっている者の状況別農家数の割合（全国）

図 13：年齢別農業就業人口の推移（全国）
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注：(　) 内は基幹的農業従事者に占める割合、【　】は平均年齢である。
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図 14：年齢別基幹的農業従事者数の構成（全国）
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特集 2015 年センサスの『農業経営者』的読み方

７
６
万
８
千
人
で
、
５
年
前
に
比
べ
て
28

万
４
千
人
（
13
・
８
％
）
減
少
し
た
。
こ

の
結
果
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年

齢
は
67
・
１
歳
と
な
り
、
65
歳
以
上
が
占

め
る
割
合
は
64
・
７
％
と
な
っ
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

こ
れ
に
関
し
て
も
心
配
に
及
ば
な
い
。

「
基
幹
的
農
業
従
事
者
」
と
は
、
農
業
就

業
人
口
（
自
営
農
業
に
主
と
し
て
従
事
し

た
世
帯
員
）
の
う
ち
、
普
段
、
仕
事
と
し

て
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者
を

い
う
。
販
売
農
家
の
構
成
員
を
考
え
れ
ば

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

図 15：年齢別基幹的農業従事者数の推移（全国）

年
齢
階
層
別
に
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

推
移
を
み
る
と
、
５
年
前
と
比
べ
て
80
歳

未
満
の
各
層
が
減
少
す
る
中
で
、
65
～
69

歳
層
が
増
加
し
た
。

『
農
業
経
営
者
』
的
読
み
方

65
歳
以
上
層
が
増
え
る
の
は
、
先
に
紹

介
し
た
定
年
退
職
者
が
農
業
に
参
加
す
る

た
め
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
否
定

的
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。
と
り
わ
け
、

集
落
営
農
に
企
業
で
は
当
た
り
前
の
事
業

者
意
識
を
持
っ
た
企
業
退
職
者
が
入
っ
て

い
く
こ
と
で
健
全
な
経
営
が
生
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。

農
家
数
の
減
少
を
望
ま
し
い
傾
向
と
す

る
本
誌
の
視
点
は
、
必
ず
し
も
農
業
界
一

般
の
認
識
と
は
異
な
る
と
思
う
。
ま
た
、

本
誌
の
読
者
層
で
も
、
農
家
の
減
少
、
高

齢
化
は
地
域
の
水
田
経
営
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
多

い
と
思
う
。
農
家
の
減
少
に
よ
り
こ
れ
ま

で
の
農
村
慣
行
が
壊
れ
て
い
き
、
経
営
者

階
層
に
も
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て

当
た
り
前
で
あ
っ
た
集
落
あ
る
い
は
農
家

の
共
同
作
業
に
よ
る
水
田
経
営
の
維
持
は

   

年
齢
別
基
幹
的

   

農
業
従
事
者
数
の
推
移（
全
国
） 
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続
い
て
い
か
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
る
経
営

維
持
の
手
法
を
農
業
経
営
者
自
身
が
作

り
、
地
域
住
民
を
説
得
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
経
営
者
に
よ
っ
て
は
地
権
者
に

対
し
て
、「
草
刈
り
を
し
た
ら
地
代
を
上

げ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、「
地
域
の
農
地
を
守
れ
」
と

い
う
経
営
者
の
「
善
意
」
や
地
域
の
押
し

つ
け
を
そ
ろ
そ
ろ
や
め
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
る
べ
き
だ
。
ま
し
て
や
耕
作
放
棄
地

と
は
経
済
的
に
成
立
し
な
い
の
で
耕
作
放

棄
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
無
理
に
作
付
け

を
続
け
て
も
や
が
て
限
界
が
来
る
。
そ
う

し
た
こ
と
が
村
内
で
語
ら
れ
る
時
期
に
来

た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
経
営
者
階
層
に
農
地
集
積
は

さ
ら
に
進
む
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
経
営
者
の

能
力
を
超
え
て
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
始
ま
っ
て
い
る
。
規
模
拡
大
が
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
に
な
り
、
さ
ら
に
コ
メ
依
存
が
経

営
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
の
、
水
稲
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
作
物
に
畑
作
型
機
械
化
技
術
体
系
の

転
換
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
水
稲
生
産
の

経
営
リ
ス
ク
を
下
げ
て
い
く
た
め
に
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
低
コ
ス
ト
、
低
労

働
力
投
入
の
作
物
の
導
入
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
こ
う
し
た
作
物
を

導
入
し
た
と
し
て
も
、
各
経
営
が
個
別
完

結
に
機
械
導
入
を
進
め
る
こ
と
は
投
資
額

が
大
き
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
の
競

合
も
生
じ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
プ
ロ

の
農
業
経
営
者
の
た
め
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
が
各
地
に
登
場
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
あ
る
。
E�

U
の
農
業
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
の
存
在
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
。

こ
う
し
た
本
誌
の
意
見
に
対
し
て
、
平

場
は
と
も
か
く
中
山
間
地
の
問
題
は
解
決

し
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
場
の
農
業
も
中

山
間
地
も
同
じ
経
営
モ
デ
ル
で
成
立
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
山
間
地
と
い
う
風
土
条
件

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
段
と
し
て
生
か

す
工
夫
を
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
宅

配
で
コ
メ
を
購
入
す
る
階
層
の
多
く
が
典

型
的
で
あ
る
と
お
り
、
そ
の
顧
客
た
ち
は

「
単
な
る
お
米
」
で
は
な
く
、
そ
の
農
家

や
そ
の
背
景
に
あ
る
風
土
と
の
関
係
性
に

お
金
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
々
の

経
営
だ
け
で
な
く
、
流
通
を
介
し
た
形
に

お
い
て
も
そ
う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
地
域
と
し
て
の
農
村
も
、
こ
う

し
た
風
土
条
件
や
農
村
の
歴
史
や
文
化
そ

の
も
の
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
事

業
開
発
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
し
か
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
た
め
に
政

策
に
だ
け
頼
る
の
で
は
な
い
「
農
村
経
営

者
」
の
役
割
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
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